
探る七貝地方発国岡
山
で

シ
ン
ポ

連
携
の
重
要
性
再
確

　
地
方
発
を
視
点
に
国
際
貢

雁
の
在
り
方
や
可
能
性
を
探

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
方
か

1
1
1
1
ら
の
国
際
貢
献
を
考
え
る
」

　
（
山
陽
新
聞
社
主
催
）
が
二

十
八
日
、
岡
山
市
駅
元
町
の

岡
山
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（
マ
マ
カ
リ
フ
ォ
土
フ

ム
）
で
開
か
れ
、
約
二
百
五

十
人
が
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　
作
家
の
神
津
カ
ン
ナ
さ
ん

が
「
地
球
の
上
の
小
さ
な
私
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。
神
津

さ
ん
は
、
日
本
の
食
料
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
の
低
さ
な

ど
を
例
に
挙
げ
、
輸
入
依
存

の
実
情
を
「
国
際
貢
献
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
立
場
」
と

のパネルディスゴコーッシンポジウム「地方からの国際貢献を考える」

ション

の
認
識
を
示
し
、
そ
の
不
安

定
な
状
態
は
「
い
つ
ど
う
な

る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
と
手
を
結
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話

し
た
。

　
さ
ら
に
「
先
入
観
に
と
ら

わ
れ
ず
、
多
様
な
角
度
か
ら

物
を
見
る
こ
と
」
や
「
心
の
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奥
底
で
本
当
に
感
じ
る
こ

と
」
が
国
際
貢
献
に
つ
な

が
る
と
し
、
「
国
際
貢
献
に

地
方
も
中
央
も
な
い
。
国
境

も
な
い
。
自
分
自
身
が
発
借

地
だ
と
い
う
気
持
ち
で
取

り
組
む
べ
き
問
題
」
と
訴
え

た
。
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
星
野
俊
也
・
大
阪

大
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研

究
科
教
授
を
コ
ー
デ
ゴ
Ｔ

タ
ー
に
、
菅
波
茂
・
国
際
医

療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

代
表
、
内
野
淳
子
・
岡
山
県

副
知
事
、
阿
曽
村
邦
昭
・
吉

備
国
際
人
大
学
院
国
際
協
力

研
究
科
長
、
仲
田
永
造
・
高

梁
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
元
会

長
、
鹿
嶋
小
結
里
・
岡
山
犬

大
学
院
環
境
学
研
究
科
生
の

五
人
が
討
論
し
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
「
岡
山
は

福
祉
の
伝
統
が
あ
る
。
国
際

貢
献
が
進
ん
で
い
る
の
は
、

そ
れ
が
海
を
渡
る
福
祉
だ
か

ら
だ
」
　
「
相
手
国
の
人
々
が

自
立
し
て
い
け
る
支
援
を
哲

い
た
い
」
な
ど
、
活
動
に
基

づ
く
意
見
を
発
表
。
「
全
国

の
模
範
と
な
る
よ
う
な
岡
出

発
国
際
貢
献
シ
ス
テ
ム
が
可

能
で
は
な
い
か
」
な
ど
の
提

案
も
あ
り
、
関
係
機
関
が
連

携
す
る
重
要
性
を
再
確
認
し

た
。
（
斎
薗
毘
朗
）

　
　
（
詳
細
は
６
月
５
日
付
紙

面
で
紹
介
し
ま
す
）
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